
時間 30時間

単位 1単位

＜評価方法＞

日々の講義の取り組みと講義中の課題の内容を総合的に判断し点数化する

＜配点＞

100点

担当講師が作成したプリントを資料として使用する

　 調査データを読み解く　　　論理の組み立て

・ 文学してみる

　 書評を書く　　　ビブリオバトルの実施

・ 会議とスピーチ

　 会議の意義と運営の原則　　　参加者の心得

・ 思考過程を文章に

　 まとめとしての小論文

・文章表現のまとめ

　 学習内容の振り返り
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＜教科書・参考書＞

・ 調査、データからの構想

　 思いを書く

・ 文章作成の実際Ⅰ　実習日誌の書き方など

　 文章の構成　　　表現とは何か

・ 文章作成の実際Ⅱ　公文書、案内状など

　 段落と文章構成　　　段落の関係と倫理　　　接続の重要性

・ 文章作成の実際Ⅲ　小論文（感想文）

　 報告文を書こう　　　新聞記事に学ぶ

・ 文章作成の実際Ⅳ　小論文（主張のある文）

　 主張を文章にする　　　論説文の書き方　　　論説文をどう構成するか

・ 論理的な構成の文章

　 思いから自らの意思を明確にする

・ 文章の組み立てに挑む

＜授業のねらい＞

文章表現力を高めるために、文章表現の基礎を学ぶ。

＜講義内容＞

・ 授業計画の概要　授業にあたって

　 国語力の向上とは　　　言語技術と論理的思考　　　国語力と言語技術

・ ことばの力を学ぶⅠ

　 ことばを学ぶことの意味　　　ことば遊び等

・ ことばの力を学ぶⅡ

　 「文字」を学ぶ　　　漢字　仮名違い

・ ことばの力を学ぶⅢ

　 言葉のイメージ　　　言葉の意味　　　敬語とその用法
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